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今
年
の
し
ご
と　

今
年
の
よ
さ
ん

平
成　

年
度

１７

　

い
ま
日
本
は
、
国
際
化
、
高
度

情
報
化
、
少
子
・
高
齢
化
と
い
っ

た
時
代
の
大
き
な
潮
流
の
真
っ
只

中
に
あ
っ
て
、
社
会
構
造
や
経
済

環
境
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
国
や
地

方
の
財
政
は
年
々
悪
化
の
一
途
を

た
ど
っ
て
お
り
、
将
来
に
お
け
る

持
続
的
な
発
展
の
た
め
、
財
政
再

建
が
避
け
て
通
れ
な
い
重
要
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

留
萌
市
で
も
、
長
引
く
景
気
の

低
迷
や
急
激
な
公
共
投
資
の
減
少

に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
留
萌
を
支
え

て
き
た
経
済
構
造
が
根
底
か
ら
崩

れ
る
恐
れ
が
あ
る
な
ど
、
厳
し
い

試
練
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

さ
に
時
代
の
大
き
な
転
換
期
を
迎

え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
新
し
い
産
業
経
済

の
構
築
や
、
慣
例
に
と
ら
わ
れ
な

い
行
財
政
シ
ス
テ
ム
の
追
究
な
ど
、

様
々
な
面
で
大
胆
な
変
革
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
新
し
い
時
代
に
適

応
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
に
は
、
市
民
と
行
政
が
厳
し
い

現
実
を
共
有
し
、
地
域
の
総
力
を

挙
げ
て
新
た
な
活
路
を
切
り
拓
い

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
市
政
の
執
行
に
対

す
る
基
本
的
な
考
え
の
も
と
、

「
事
務
事
業
評
価
」や「
予
算
査
定
」

な
ど
を
経
て
、
市
議
会
で
決
定
し

た
新
年
度
の
事
業
と
予
算
に
つ
い

て
、
ご
紹
介
し
ま
す
。 

【
新
】第
５
次
総
合
計
画
策
定
事
業

　

少
子
高
齢
化
、
地
方
分
権
、
財

政
難
な
ど
の
課
題
に
対
応
し
、
市

民
の
安
全
で
安
心
な
生
活
と
営
み

に
資
す
る
た
め
、
行
政
の
役
割
を

明
確
に
し
、
長
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン

の
も
と
、
計
画
的
で
自
主
的
な
施

策
を
展
開
す
る
た
め
の
次
期
総
合

計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　

市
民
参
加
手
法（
ア
ン
ケ
ー
ト

や
パ
ッ
シ
ョ
ン
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

な
ど
）を
取
り
入
れ
、
市
民
と
行

政
の
協
働
に
よ
る
計
画
づ
く
り
を

基
本
と
し
て
い
ま
す
。

【
新
】コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
広
報
事
業

　

災
害
時
の
緊
急
放
送
を
は
じ
め
、

市
政
情
報
の
広
報
活
動
の
充
実
を

図
る
た
め
、
市
内
の
ほ
ぼ
全
域
を

放
送
エ
リ
ア
と
し
、
即
効
性
や
反

復
性
に
優
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ

Ｍ
を
新
た
な
広
報
媒
体
と
し
て
活

用
を
図
り
ま
す
。

【
新
】営
口
友
好
港
湾
提
携　

周
年

１５

相
互
訪
問
事
業

　

営
口
港
務
集
団
有
限
公
司
と
の

友
好
港
湾
締
結　

周
年
を
記
念
し
、

１５

両
港
の
友
好
交
流
を
進
め
る
た
め
、

相
互
訪
問
を
行
い
ま
す
。

【
新
】防
災
対
策
事
業

◎
防
災
強
化
事
業

　

災
害
時
の
情
報
伝
達
を
強
化
す

る
た
め
、
特
に
緊
急
性
を
要
す
る

津
波
や
高
潮
等
の
危
険
が
高
い
沿

岸
部
住
民
に
対
し
、
防
災
無
線
個

別
受
信
機
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

◎
災
害
緊
急
電
話
割
込
装
置
導
入
事
業

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
を
活
用
し

た
防
災
対
策
と
し
て
、
地
震
発
生

時
や
気
象
警
報
等
の
緊
急
放
送
を

行
う
た
め
、
夜
間
・
休
日
等
の
対

応
が
可
能
な
留
萌
消
防
本
部
に
災

害
用
緊
急
電
話
割
り
込
み
装
置
を

設
置
し
ま
す
。

【
新
】コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
改

修
事
業

　

地
域
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
の
拠
点
で
あ
る
市
内
各
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
改
修
整
備

を
行
い
ま
す
。

�
港
西
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

外
壁
改
修
工
事

【
新
】フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
支
援
事
業

　

広
く
専
業
主
婦
や
共
稼
ぎ
家
庭

の
子
育
て
支
援
を
進
め
る
た
め
、

民
間
の
子
育
て
支
援
団
体
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

新
年
度
の
事
業
と
予
算
が
３
月
の
市
議
会
で
決
ま
り
ま
し
た
。

新
年
度
の
事
業
と
予
算
が
３
月
の
市
議
会
で
決
ま
り
ま
し
た
。

今
月
は
、市
議
会
で
市
長
が
述
べ
た
平
成

年
度
の
市
政
執

今
月
は
、市
議
会
で
市
長
が
述
べ
た
平
成　

年
度
の
市
政
執

１７１７

行
に
対
す
る
基
本
的
な
方
針
と
重
点
的
な
取
り
組
み
の
内
容
、

行
に
対
す
る
基
本
的
な
方
針
と
重
点
的
な
取
り
組
み
の
内
容
、

そ
し
て
予
算
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

そ
し
て
予
算
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

新
時
代
に
適
応
す
る
ま
ち
づ

新
時
代
に
適
応
す
る
ま
ち
づ
く
り
く
り
へへ

８つの重点項目

■少子・高齢化対策と福祉・保健・医療の一■少子・高齢化対策と福祉・保健・医療の一

体的推進体的推進

■地域経済活性化プロジェクトの推進■地域経済活性化プロジェクトの推進

■環日本海・対岸貿易の推進とフェリーなど■環日本海・対岸貿易の推進とフェリーなど

内外航路の拡大による留萌港の活性化内外航路の拡大による留萌港の活性化

■高規格幹線道路などの道路網や上・下水道、■高規格幹線道路などの道路網や上・下水道、

治水対策などの都市基盤の整備治水対策などの都市基盤の整備

■■「「バイオマスタウン構想バイオマスタウン構想」」の推進と新廃棄物の推進と新廃棄物

変換システム変換システム「ＭＭＣＳ」「ＭＭＣＳ」生産拠点の確立生産拠点の確立

■自主防災組織の育成と行政の連携による大■自主防災組織の育成と行政の連携による大

規模災害への体制強化の確立規模災害への体制強化の確立

■■市民や町内会との協働によるまちづくり市民や町内会との協働によるまちづくりの推進の推進

■行政改革の断行と財政再建の取り組み■行政改革の断行と財政再建の取り組み
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【
新
】バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
推

進
事
業　
　
　
　
　
　
　

　

平
成　

年
２
月　

日
に
国
が
公

１７

１０

表
し
た
留
萌
市
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ

ン
構
想
を
具
体
的
に
推
進
す
る
た

め
、
効
果
の
高
い
事
業
、
実
行
可

能
な
事
業
を
整
理
し
、
全
体
計
画

の
検
討
・
立
案
を
行
い
ま
す
。

（
詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。）

【
継
】対
岸
貿
易
交
流
促
進
事
業　

　

対
岸
貿
易
促
進
中
期
行
動
計
画

に
基
づ
き
、
留
萌
港
の
利
活
用
促

進
・
地
場
産
業
の
振
興
・
人
材
育

成
先
進
都
市
の
実
現
・
市
民
レ
ベ

ル
の
国
際
交
流
促
進
の
4
つ
の
戦

略
目
標
を
定
め
、
中
期
的
な
施
策

展
開
を
図
り
ま
す
。

�
貿
易
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
の
活

用
促
進

�
ロ
シ
ア
客
船
寄
港
の
継
続
化

�
日
本
建
築
物
の
調
査
・
研
究

�
サ
ハ
リ
ン
る
も
い
展（
仮
称
）の

開
催

�
る
も
い
港
発
サ
ハ
リ
ン
・
ク
ル

ー
ズ
の
実
施（
支
援
）

�
セ
ミ
ナ
ー
開
催

【
継
】地
域
経
済
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
事
業

　

地
域
経
済
の
活
性
化
と
よ
り
一

層
の
効
果
拡
大
を
目
指
し
、３
年

目
を
迎
え
る
本
事
業
の
メ
ニ
ュ
ー

の
連
携
を
図
り
、次
の
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

�
賑
わ
い
交
流
事
業

�
Ｉ
Ｔ
・
情
報
化
対
応
促
進
事
業

�
る
も
い
農
業
ベ
ン
チ
ャ
ー
推
進

事
業

�
融
雪
機
製
作
研
究
事
業

�
地
産
地
消
・
る
も
い
の
味
再
発

見
事
業

�
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業

【
継
】フ
ェ
リ
ー
就
航
推
進
事
業　

　

留
萌
港
と
本
州
を
結
ぶ
フ
ェ
リ

ー
就
航
の
実
現
を
目
指
し
、
官
民

が
一
体
と
な
っ
た
誘
致
活
動
に
取

り
組
み
ま
す
。

�
フ
ェ
リ
ー
誘
致
Ｐ
Ｒ

�
船
社
と
の
情
報
交
換
・
就
航
要
請

(☆は新規事業、★は継続事業)
■平成１７年度　留萌市の主要施策一覧

予算額(一般財源)事　　　業　　　名予算額(一般財源)事　　　業　　　名

　都市空間　健康福祉

(2 0万円)４３５０万円沖見海浜公園整備事業★(２７万円 )２７万円ファミリーサポートセンター支援事業★★

(17５万円)１７５万円フェリー就航推進事業★(６１万円 )６１万円地域サロン推進事業★

(1389万円)５０４４万円地籍調査事業★　産業振興

(1245万円)2億4855万円直轄港湾整備事業★(20万円)６０万円北海道東海大学共同調査試験研究事業★

(　0万円)1億6630万円三泊地区ふ頭用地整備事業★(173万円)６９５万円森林整備地域活動支援交付金事業★

(７４万円 )３６１０万円三泊地区臨港道路整備事業★(42万円)１００１万円市有林整備事業★

(430万円)1億1300万円船場公園整備事業★(61万円)１０１万円ふるさとの森育成事業★

(60万円)６０万円留萌港利活用計画作成事業★★(60万円)１２０万円道営経営体育成基盤整備事業★

　市民活動(185万円)２８５万円対岸貿易交流促進事業★

(　0万円)３００万円地域人権啓発活動活性化事業★★(217万円)２１７万円地域経済活性化プロジェクト事業★

(150万円)６００万円コミュニティセンター改修事業★★(１５００万円)１５００万円情報通信産業支援事業★

(　0万円)１７２万円市民活動推進事業★(９０万円 )９０万円観光案内所運営事業★★

　生涯学習　生活環境

(1２0万円)１２０万円旧佐賀家漁場整備検討委員会設置事業★(１５０万円)１５０万円防災対策事業★★

　その他－バイオマスタウン構想推進事業★★

(８５万円 )８５万円第５次総合計画策定事業★★(419万円)９５９９万円道路整備事業★

(1９４万円)１９４万円コミュニティＦＭ広報事業★★(27万円)２１８９万円除雪車購入事業★

(1６４万円)１６４万円営口友好港湾提携１５周年相互訪問事業★★(90万円)３８０万円緑化推進事業★

(297万円)８８０万円浄化槽設置整備事業★

※予算額は、万円未満切り捨て。（　）内は、予算額から国・道
　の補助金や起債などを除いた一般財源の額です。

(2０６万円)４４７万円公営住宅ストック総合改善事業★

(　0万円)６億5500万円公共下水道整備事業★

▲昨年10月２日
　留萌港に試験寄港したロシア
　客船

▲昨年9月18日　北村光世さ
　んを講師に行われた地元食
　材を使ってのオリーブオイ
　ルクッキング
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今
年
の
し
ご
と　

今
年
の
よ
さ
ん

平
成　

年
度

１７

【
継
】港
湾
整
備
事
業

◎
直
轄
港
湾
整
備
事
業

　

港
湾
計
画
に
基
づ
き
、
背
後
圏

の
物
流
需
要
に
対
応
し
た
流
通
拠

点
港
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
た

め
、
三
泊
地
区
及
び
古
丹
浜
地
区

に
お
け
る
航
路
の
安
全
性
を
確
保

し
、
大
型
船
舶
に
よ
る
外
貿
物
流

需
要
へ
の
対
応
を
図
り
ま
す
。

（
国
費
で
行
う
事
業
費
は　

億
８

１４

４
５
万
円
）

�
三
泊
地
区
泊
地（
マ
イ
ナ
ス　

�
）

１２

�
古
丹
浜
地
区
航
路
埋
没（
マ
イ

ナ
ス　

m
）

１０

◎
三
泊
地
区
ふ
頭
用
地
整
備
事
業

　

船
舶
の
大
型
化
に
対
応
し
た
保

管
施
設
用
地
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

�
埋
立
造
成
、
土
取
浚
渫
、
防
塵

柵
、
用
地
確
定
測
量
一
式

◎
三
泊
地
区
臨
港
道
路
整
備
事
業

　

港
湾
貨
物
等
の
円
滑
な
輸
送
を

図
る
た
め
、
岸
壁
背
後
か
ら
国
道

２
３
２
号
ま
で
の
連
絡
道
路
及
び

ふ
頭
内
道
路
を
整
備
し
ま
す
。

�
路
盤
工
、
磁
気
探
査
一
式

【
継
】船
場
公
園
整
備
事
業

　

市
民
や
観
光
客
が
憩
う
中
心
市

街
地
に
接
し
た
公
園
の
整
備
を
図

り
ま
す
。
パ
ッ
シ
ョ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
の
意
見
を
反
映
し
た
基
本
設

計
を
も
と
に
、
順
次
、
施
設
整
備

に
着
手
し
、
部
分
供
用
を
図
り
な

が
ら
、
未
取
得
用
地
の
買
収
を
行

い
ま
す
。

【
継
】沖
見
海
浜
公
園
整
備
事
業

　

海
浜
地
の
親
水
性
を
高
め
、
市

民
や
観
光
客
が
憩
う
海
浜
公
園
の

整
備
を
図
り
ま
す
。

�
中
央
ゾ
ー
ン（
砂
広
場
）

�
北
側
ゾ
ー
ン（
駐
車
場
、歩
道
路

盤
工
、法
面
工
、切
盛
土
、縁
石

工
、芝
広
場
階
段
工
、園
路
工
）

【
継
】公
共
下
水
道
整
備
事
業

　

衛
生
的
で
快
適
な
生
活
環
境
を

つ
く
り
、
き
れ
い
な
海
や
川
を
守

る
た
め
、
公
共
下
水
道
整
備
を
進

め
ま
す
。
今
年
は
、
管
渠
の
整
備

延
長
２
２
４
１
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資料はコチラ

主要施策（しごと）、予算（よさん）、

事務事業評価などの資料は、市役

所１階市政情報コーナーで、ご覧

ください。

お問い合せはコチラ

主要施策、予算などのお問い合わ

せは、コチラにどうぞ

留萌市役所企画財政部

しごと：企画調整グループ

　　　　�４２・１８０９

よさん：財政グループ

　　　　�４２・１８１３

「ＦＭもえる」発

ラジオで聞く市役所

この春から、市役所の番組が始まります。
　留萌市役所では、新たにコミュニティＦ

Ｍ「ＦＭもえる」を活用し、市役所からの

情報をお伝えしていきます。

　そこで、皆様からの知りたい情報のリク

エストをお待ちしています。また、ご意

見・ご感想がございましたら、どしどしお

寄せください。

　企画調整グループ：�４２・１８０９

市からのお知らせや防災ワンポイントをお届
けします。
�毎週月曜日～金曜日

�朝８：０５～・夕５：５０～　（５分番組）

暮らしに役立つ情報や最新の話題をお届けし
ます。
�毎週月曜日

�朝９：４５～（１５分番組）

留萌市情報プラザ

おもいっきり留萌市～ホットな情報てんこもり～

今後の放送予定ラインナップ

部 　署　 名日　付

生活福祉部担当4月  4日

企画財政部担当4月11日

総務部担当4月18日

未　定4月25日

コミュニティ FM広報事業
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�平成１７年度の一般会計予算規模は、約１３５億４千万円で、

平成１６年度予算と比較して、マイナス約６億４千９百

万円（マイナス４．６％）の減額となりました。

�平成１７年度予算編成は、当初約１３億８千万円もの収支

不足（赤字）が見込まれ、投資的経費や臨時的経費、これ

まで切り詰め続けてきた行政経費を市民サービス水準

の維持を最大限に考慮した上で見直しを行い、約６億

５千万円（職員給与のカット約１億６千万円を含む）の

削減を実施しましたが、それでも約７億３千万円の収

支不足が生じ、収支の均衡を図れず、「歳入欠陥補てん

収入」という形式上の財源を計上し２１年ぶりの実質赤

字予算となりました。

収支の状況収支の状況

今年の予算 解説

�一般財源（使途が特定されず、自由に使える財源）は約

３億５千万円減少しています。主な理由は、市税の減収

が約７千万円、三位一体改革に伴う地方交付税（臨時財

政対策債含む）の削減が約８千万円、さらに平成１７年度

は基金による財源確保を行わないため、繰入金が約１

億８千万円減少したことによるものです。

�市税については、昭和59年度の水準まで落ち込んでお

り、ピークである平成５年度（33億６千万円）と比べる

と約６億５千万円減少しています。

�徹底的に見直しを実施している歳出ですが、減少する

歳入に見合う歳出へと、さらなる削減が必要な状況と

なりました。

　主な内容は、職員給与や議員報酬のカットなどによる

人件費の削減が約９千万円で、投資的経費は、大型事業

終了後の建設事業を抑制しているため、約２億８千万

円の減となっています。

　一方、公債費は約１億９千万円の増で３０億円を超え増

加の一途をたどっています。

収入の特徴収入の特徴（図１）（図１）

支出の特徴支出の特徴（図２）（図２）

この厳しい財政状況の中、赤字再建団体への転落

を回避するための、財政再建計画を策定します。

計画の概要・進捗状況については今後の広報誌等

で皆さんにご説明していきます。

７億３千万円の赤字予算
－このままでは、１～２年後には赤字再建団体！？－


